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一 般 質 問 （平成２３年第６回中間市議会定例会） 

平成２３年１２月１日                     ＮＯ．１ 

質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 指定答弁者 

佐々木 晴 一 

高額療養費の請求漏れの件について 

 平成１９年４月分から平成２１年７月分の高額療養費を患者に代わり市がいったん立

て替え、健康保険組合等から返還される請求業務を怠り、中間市に対し多額の損失を生

じさせたことで、職員数名に対し懲戒処分が去る９月２１日に下されました。再発防止

のための今後の対策と処分のあり方について市長の所見を求めます。 

市  長

職員厚生会にとどめ置いてある約２,０００万円のシニアプランの返還金の処遇について

 シニアプランの制度廃止に伴い、平成１７年に掛け金の９１％に当たる３億

２,１８２万円が中間市に戻ってきました。職員には掛け金の９１％の１億７２７万円＋

１,０６０万円が戻され、市の各会計にもその負担金の一部である１億８,１１６万円が

戻されましたが、負担金の９１％には至っていません。当然、職員厚生会にとどめ置い

ている約２,０００万円は各会計に戻すべきです。これに対する市長の所見を求めます。

市  長

中間市の小中学生の犯罪・非行防止に対する取り組みについて 

 ９月議会の私からの青少年非行犯罪に対する取り組みについて質問した折「親に責任

がある」と強調されました。先日の暴追集会の折、折尾警察署の國崎署長の挨拶の言葉

にも中間市が福岡県内の市町村の中で、青少年の犯罪が一番多いと言われていました。

もはや親任せだけでは青少年の犯罪・非行は無くなりません。学校・教育委員会の積極

的な取り組みが必要です。教育長の所見を求めます。 

教 育 長

中 尾 淳 子 

中学校の武道必修化に伴う指導者の体制について 

 平成２４年度からの武道必修化に備えて、市内の全中学校に武道場が新築されまし

た。柔剣道の授業を担当される指導者の体制について伺います。 

教 育 長

ワンストップサービスの導入について 

 転入転出の手続きを、一つの窓口で一括して受け付けるワンストップサービスを開始

するお考えはありませんか。 

市  長

関係部課長

公用車への有料広告掲載について 

 本市の厳しい財政状況を踏まえ、自主財源確保の一環として、公用車への有料広告掲

載をスタートさせては如何ですか。 
関係部課長
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一 般 質 問 （平成２３年第６回中間市議会定例会） 

平成２３年１２月１日                     ＮＯ．２ 

質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 指定答弁者 

植 本 種 實 

中間市立病院について 

①私は先日８日間でしたが、市立病院に入院しました。医師や職員の皆さんは大変親切で

した。何よりも「患者の気持ち、目線」に立った姿勢を感じました。 

そこで、市立病院は良い病院だということを市民にアピールし、多くの方に利用してもら

うために、どのような施策をお考えですか。 

②病気には、「早期発見・早期治療」が大切だと思います。どのような啓発活動をされて

いますか。 

③１０月２５日の朝日新聞朝刊に「中間市立病院移転へ」との記事が掲載されました。市

民にとって関心の高い記事ですが、記事になった経緯とその内容について伺います。 

市  長

病院事務長

市内交通のあり方について 

①交通弱者や交通過疎地への対策として、コミュ二ティバスを運行することが検討されて

いますが、進捗状況はどのようになっていますか。 

②コミュ二ティバスを導入するのが目的ではなく、長期的な視野に立って「市内交通のあ

り方」を考えるべきと思いますが、如何ですか。 

③中間市は約４キロ四方の「狭い」という利点があります。この利点を活かし、「乗り合

いタクシーの導入」か「タクシー券の配布」を考えては如何ですか。 

市  長

安 田 明 美 

介護保険料の設定について 

 老いや近親者の介護は誰にでも訪れるごく自然なものであります。 

①平成２４年度に介護保険料の改正がありますが、保険料に大きな変動はあるのですか。

②介護保険料が平均５,０００円位になると報道されていますが、中間市ではどのような

設定になるのですか。 

③介護保険料は、負担能力に応じて細かく設定すべきだと思いますが、何段階くらいの設

定になる予定ですか。 

市  長

関係部課長

地域における子育て支援について 

 誰もが暮らしやすい、子どもたちの笑顔があふれるまちづくりについて伺います。 

①次世代育成支援後期行動計画の基本理念「地域の和による子育ち・子育てを支えるまち

なかま」と謳っておられますが計画の達成度はどれくらいとお考えですか。 

②「はばたけ子どもネットワーク」をもとに子育てに関するネットワークをさらに拡大す

る考えはありませんか。 

③乳幼児に対する訪問支援を充実させるべきではありませんか。 

市  長

関係部課長
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午後１時00分開議 

○議長（井上 太一君）   

 それでは、いつもと違いまして、皆さん、こんにちは。ただいままでの出席議員は

１８名で、定足数に達しておりますので、これより会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付しておりますのでご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（井上 太一君）   

 これより日程第１、一般質問に入ります。あらかじめ通告がありました順に従い、これ

より一般質問を許します。まず、佐々木晴一君。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 市民の声の佐々木晴一でございます。質問通告書に基づきまして、まず、高額療養費の

請求漏れの一件について、市長に質問をさせていただきます。 

 平成１９年４月より本年８月に至るまで、高額療養費を患者本人にかわり、中間市が各

保険組合等に請求する請求事務を担当職員が怠っていたために、平成１９年４月分から平

成２１年７月分までの、この２年間分の請求分が時効により取り戻しができないという事

件が起きております。この件について、９月２１日付で担当職員数名に懲戒処分が行われ

ております。再発防止のための対策に市長はどのように考えていらっしゃるのか、また、

処分のあり方の市長の所見をお伺いさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 高額療養費の請求漏れの件につきましてのご質問でございますが、お答えする前に三、

四分、少し時間をいただければと思っておりますが、いかがでございましょうか。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 はい、どうぞ。 

○市長（松下 俊男君）   

 済いません。 

 この事件につきましては、議員の皆様方には全員協議会を開催していただきまして、こ

の件のご報告とおわびを申し上げたところでございます。しかしながら、市民の皆様方に

対しましておわびを申し上げる機会がございませんでしたので、今回の佐々木議員のご質

問はありがたく思っているところでございます。 

 今回の高額療養費の未請求事件は、職員本人の公務員としての自覚と責任感の欠如が招

いたものが大でございまして、加えて、そのことに対しまして的確な指摘ができなかった
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管理監督者の指導力不足や不完全な事務処理体制等に起因をするものと、そのように考え

ております。 

 今回の事件によりまして、本市行政に対しまして市民の皆様の信頼を著しく失う事態に

なりましたことは誠に遺憾でございまして、二度とこのようなことがないように、職員一

丸となって再発防止に努めてまいる所存でございます。 

 このたびの不祥事事件によりまして、市民の皆様方に対しまして大変ご迷惑とご心配を

おかけしましたことを、この場と、また貴重な時間をお借りいたしまして深くおわびを申

し上げる次第でございます。本当に申しわけございませんでした。 

 議員お尋ねの今後の対策、また処分のあり方につきましては、担当部課長のほうから回

答申し上げたいと思っております。 

○議長（井上 太一君）   

 白尾総務部長。 

○総務部長（白尾 啓介君）   

 それでは、ご質問にお答えいたします。 

 初めに、職員の処分のあり方についてでございますが、処分が客観性を持ち、公平、公

正に行われますよう、国の人事院の定める基準をもとに、本年６月に本市における懲戒処

分の基準を新たに制定いたしまして、７月１日から施行いたしております。 

 今回の処分につきましては、この懲戒処分の基準と過去の懲戒処分の内容等を勘案いた

しまして、職員懲戒審査委員会で審議を行い、処分の決定をいたしたものでございます。 

 処分の内容につきましては、９月２２日の全員協議会においてご報告したとおりでござ

います。 

 次に、再発防止のための今後の対策についてでございますが、全職員に対し、所管の事

務事業の総点検を行い、業務マニュアルの整備、文書による事務引き継ぎを徹底すること、

また、管理監督者に対しましてはチェック体制の改善、強化を行うよう９月２２日付で市

長から指示、通達が出されまして、今その徹底を図っているところでございます。 

 今後は、職員の危機管理意識を高めるためのコンプライアンス研修あるいはリスク管理

研修を継続的に行うことにより、組織の内部統制の徹底を図り、事務の適正執行に努力し

てまいる所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 佐々木晴一君。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 この事件の発端は、ご存じのようにこの本年８月１６日付の新聞に載っておりました朝

倉市の療養費請求漏れの一件が新聞に載ったことによって、中間市の健康増進課の課長さ

んが、もしや中間市もあるんじゃないかということで調べた結果、この事件が発覚したと
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いうことでございます。この平成１９年４月から、何と４年以上もこの請求事務を怠って

いたということでございます。 

 人はだれでもミスはするものです。しかし、この請求事務を４年以上もほったらかして

いたというのは、ちょっとミスをしたという次元ではありません。これ、私は本当に、私

自身も市民の皆様もわからないと思いますけども、本当に平成１９年４月から本年８月、

課長が見つけられるまで４年間、だれも見つけることができなかったということですが、

改めて確認します。 

○議長（井上 太一君）   

 どなたに。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 溝口部長にお願いします。 

○議長（井上 太一君）   

 溝口保健福祉部長。 

○保健福祉部長（溝口  悟君）   

 お答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、４年間我々ちょっと気づくことができませんでした。 

○議長（井上 太一君）   

 佐々木晴一君。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 それでは、この現時点での時効になる件数と被害額、今の時点での被害額をお願いしま

す。 

○議長（井上 太一君）   

 溝口保健福祉部長。 

○保健福祉部長（溝口  悟君）   

 時効になっております金額につきましては、現在１,１８４万６,２０８円でございます。

件数といたしましては、１７３件でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 佐々木晴一君。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 今回のこの事件を見つけられたのは健康増進課の課長さんでございますけども、この事

件が行われた平成１９年４月から、今の課長はこの今年の４月１日からの人事異動で新し

く着任された方ですので、３月末まで、平成１９年４月から本年３月末まで、この担当課

長はだれだったんでしょうか。 

○議長（井上 太一君）   

 どなた。 
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○議員（４番 佐々木晴一君）   

 市長に。──じゃあ、総務部長に。 

○議長（井上 太一君）   

 白尾総務部長。 

○総務部長（白尾 啓介君）   

 当時の担当課長は、退職されておりますけども中尾課長でございます。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 私はこの件を見るにつけて、中尾課長がなぜこんなにも見つけることができなかったの

か、これが非常に疑問でございます。職員本人のミスもさることながら、担当課長が見つ

けることができなかった、これは本当に組織的な問題だと思ってります。 

 ご存知かと思いますけども、あの中尾課長は、前から議会でも指摘されて、時たま言わ

れてましたけども、非常にヘビースモーカーでございました、個人的なことかもしれませ

んが。よく、この今の１階の介護保険課の裏の喫煙室によく出入りしておられました。あ

れだけ席を留守にしてたら、やっぱり部下の管理もできないだろうなと、私、個人的に思

うわけですけども、やはり上司が部下を管理できない、これは組織的な欠陥でございます。

これはもう、管理職というのは、当然、管理職というわけですので、部下を管理すること

が一番でございます。部下が今、何に取り組んでいるのか、どれだけ進捗状況に至ってい

るのか、これしっかりと把握して、本人以上に管理職がしっかりと把握していかなくては

なりません。私も会社勤めしておった経験から、やはり組織というのはそうであるべきだ

ろうなと思っております。私の、当時のサラリーマンやってたときの上司も、よく本人以

上に把握してたから、すごいなと私は思っておりましたけども、やはり管理職というのは

そうあるべきだと私は思っております。そういうことから、やはり本人に対する、今回、

処分を行っておりますけども、これはもう組織的な欠陥だと私は思っております。これを

本当に見直さなければ、これは第２、第３のこのような同種の事件が行われると思います。

これをぜひとも解決していただきたい。今度から勤務評価制度も取り組んでいらっしゃる

と、管理職だけ今取り組んでいらっしゃるということでございますけども、こういった組

織的な欠陥を見直すそのお気持ちは市長にはありますでしょうか。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 先ほどおわび申し上げましたように、これは市民の皆様方本当に当市行政に対しまして

不信感をお持ち、またご迷惑かけております。 

 当然私どもも、今お話し、ご指摘あったようなことと思っておりますんで、十分対応さ

せていただきたいなと、そのように思っております。 

○議長（井上 太一君）   
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 佐々木晴一君。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 もう一点、私、先ほど白尾課長のほうから処分のことについて答弁がありましたけど

も…… 

○議長（井上 太一君）   

 白尾部長です。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 白尾部長において、失礼しました、白尾部長において処分の答弁がございましたけども、

慣例によって６カ月間の１０分１の減給ということでございます。確かに本人としては、

この担当職員、及び処分をされた数人でこの被害額１,１８４万６,０００円を自主返納し

ていくという意向でございますので、これは大変だろうなと思いますけれども、しかし民

間感覚からしたら、普通、民間会社でこういうことが行われたら間違いなく解雇です。こ

れはもう間違いないと思います。しかし、今回は１０分の１の６カ月間の減給ということ

ですけども、やっぱり民間と役所というのは感覚のずれが大分あるのかなと思っておりま

すけども、そこら辺のところをもう一度白尾部長のほうから、この処分のあり方の是非に

ついてもう一度コメントをいただきますようお願いします。 

○議長（井上 太一君）   

 白尾総務部長。 

○総務部長（白尾 啓介君）   

 お答えいたします。 

 このたびの処分、該当するのは地方公務員法の法令遵守義務違反と信用失墜行為、それ

から職務の専念義務違反という、そういうところが該当事項でございます。 

 それで、本来、例えば個人的に公金を使ったり、あるいは、いわゆる横領とか収賄とか

いうことでしたら、刑事上の罪になってこれは懲戒免職は免れないところではございます

けども、今申し上げましたような地公法違反につきましては、国の定めるそういった処分

内容に照らしても何ら軽いものではないと、私どもはそういうふうに認識いたしておりま

す。 

○議長（井上 太一君）   

 佐々木晴一君。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 次に、その組織的な問題ということで、先ほど言わしていただきましたけども、その当

時の担当課長、中尾課長がすごくヘビースモーカーであったということでございますけど

も、これ間違いなく、私はよく、議員駐車場に入るときもそこの横に喫煙所がありますの

で、いつもだれかがいます。昼休みでもないのにいるわけですけども、こういったのは民

間では普通あんまりないんだろうなと。喫煙所はあったとしても普通使うのは昼休みです。
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昼休みでもないのに使うという、この役所の常識、これはちょっと民間と乖離してるかな

と思います。もう大分、喫煙所もかつてよりも大分少なくはなりましたけども、それでも

就業中に喫煙をするというのはどうかなと思うわけです。これはもう、市長の意識を変え

てもらう以外にないと思います。 

 平成１８年の３月議会において私の質問に対してのこの市長の答弁でございますけども、

私、衝撃的でいまだに忘れられないんですけども、市長の答弁というのはこういうこと言

われたわけですけども、「これはたばこを１本吸うときに四、五分かかるかもしれません

し、１日１０本吸や、四、五十分、吸わない人よりは、今言われる浪費になるかもしれま

せん。しかしながらこれは、私自身がヘビースモーカーでございまして、これは一つの仕

事をする中で気分転換といいますか、気持ちの切り替えといいますか、一服する、そうい

う部分も必要じゃないか、そしたらその吸わないほうがずっとその引き続き仕事をやっと

るかちゃそうじゃない、やはり気分転換で外の空気吸いに行ったりと、そういうふうなこ

ともされてるんじゃないかと、そのように思っております。たばこ税が今、うち２億

５,０００万円ぐらい入ってきております。それから、半分は冗談でございますけども、

どんどん吸えというふうなその話をしておるところでございまして、それはそういうふう

な、たばこを吸う、それを何本、１日何本だからという、その余り細かいことを言います

と、本当に庁舎の中ぎすぎすした、そういうふうなことになりますし、私自身そういうふ

うな一服することも逆に仕事の効率が上がるんじゃないかと、そんなふうに思っておりま

す」という答弁をいただいておりますけども、やはりもう健康増進法のゆえにどこの自治

体でもどこの町でも、公共施設でもたばこを吸えないというご時勢の中、中間市はいまだ

に時代にまだまだ乗りおくれてる、いち早く市長自ら意識を変えていただいて、勤務中に

喫煙所に立ち寄るということは、ぜひなくしていただきたい。休み時間になったら堂々と

やってもらって結構。しかし勤務中は、これはやめていただきたい。市民も見ている。喫

煙所というのは自転車置き場、その本庁舎の裏も別館の裏もそうでしょ。市民の皆様がこ

うして自転車で来たときは、市の職員が喫煙している姿を見る、これはいい気持ちじゃな

いですよ。もう本当に勤務中はやめていただきたい。これをまず最初に取り組んで、これ

から再発防止の組織改革をぜひともやっていただきたいと私は思います。 

 次に、質問移りまして、第２番目の職員厚生会にとどめ置いております２,０００万円

近くのシニアプランの返還金の処遇について質問をさせていただきます。 

 そもそもシニアプランというのは、市民の皆さんも知ってる人もいるかもしれませんが、

余り知られておりません。これは平成３年から平成１５年まで続いた職員の福利厚生の一

つの制度です。第２退職金ともヤミ退職金とも言われてます。通常の退職金プラス約

１１０万円近くが支給されるという制度でございます。 

 福岡県でもこの制度ができたのは平成３年でございます。この制度ができて真っ先に中

間市がその制度に入っております。しかし、平成１６年２月に大阪高裁で、大阪市がやっ
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てたシニアプランの類似制度が違法の判決を受けたことから、このシニアプランをやって

いた我が福岡県市町村福祉協会のほうでもこれを見直し、この平成１５年で制度を廃止し

て、平成１５年で制度を凍結し、平成１７年度末でこの制度が完全に廃止になっておりま

す。その廃止になったことによって、平成３年から平成１５年まで中間市がそれぞれ掛け

てきました掛金の約９１％が戻ってきました。そのシニアプランというのは事業主負担が

１０００分の１０、職員が１０００分の５の割合で拠出しておりました。掛金の総額が

３億５,３６５万円、そのうちの９１％に当たる３億２,１８２万円が戻ってきました。戻

ってきましたら早速、当然かもしれませんが、職員個人において掛金の９１％に当たる

１億７２７万円が返還されていきました。そして、市のほうにも、事業主である市のほう

においても、掛金の９１％に当たる２億１,４５５万円のうちのその半額１億７２７万円

が一般会計、特別会計、それぞれの会計に戻されております。しかし、もう半分の１億

７２７万円が職員厚生会にとどめ置かれてしまったことによって、これがちょっとおかし

なことになってしまっております。本来ならば、痛み分けで９１％しか戻ってこなかった

ならば、事業主、職員もそれぞれ９１％で満足し納得していくべきところを、その職員厚

生会にとどめ置いた１億７２７万円のうちから、職員の取り分があと９％足らないという

ことから、その１億７２７万円から１,０６０万円を抜いて返還しております。その残り

のお金から、確かに一般会計には７,３８９万円、もう一度一般会計、特別会計、各会計

に戻しておりますが、今なおその残りの２,２７８万円がとどめ置かれたままです。そし

て、直近の平成２２年度会計を見ましても、中間市職員厚生会を見ましても、今や、この

２,２７８万円あったこのシニアプランの返還金のお金は、今１,９４０万円近くに減って

きております。この件ですね、早く問題解決しないと、どんどんこのままの調子ではなく

なっていきます。これに対する今後の処遇に対して、松下市長にその所見を求めます。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 平成１７年に職員厚生会の評議会等々で決定されておりますが、この決定処理等々につ

きましては、法的にも何ら問題のないものでございまして、今さらこのことにつきまして

は、再考する考えは持っておりません。 

 詳細につきましては、担当部課長のほうから回答させます。 

○議長（井上 太一君）   

 小南副市長。 

○副市長（小南 哲雄君）   

 議員のご質問にお答えいたします。 

 まず最初に、今議員が指摘されましたことと重複するかもわかりませんけど、今までの、

まず最初に、シニアプランが返還されました、その全体的な処理の概要と最終的な考え方
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についてご報告をさせていただきます。 

 シニアプランは退職年金等の福祉事業に充てるために設けられた制度でありまして、先

ほど議員が言われましたように、職員の個人掛金１０００分の５と、事業主の負担金を

１０００分の１０として、福岡県市町村福祉協会で運営がなされておりました。同協会の

総会におきまして、平成１６年度は制度を凍結いたしまして、平成１７年度以降は廃止を

することが決定をされました。先ほど議員が言われた数字と若干違うと思いますけど、こ

れが正式な数字でございますので、報告させてもらいます。 

 この事業の廃止によりまして、平成１９年９月１５日に積立金の約９割に当たります

３億２,６７３万円が職員厚生会に返還をされましたので、３分の１の１億８９０万を職

員個人の各口座と市の各会計口座に同額を返還し、残りの３分の１に当たります１億

８９０万円につきましては、元本割れをしておりましたので、職員還付金として１,１１１万

円円、有効な厚生事業を行う財源といたしまして２,２７７万円、残りの７,５００万円を

市の各会計口座に返還をいたしております。 

 平成１９年９月の返還金の受け入れ後、厚生会の理事会を幾度となく協議を深めまして、

最終的には職員厚生会の評議会において決定されたことであります。これらの措置は法的

には何ら問題もないものであり、今さらこのことについて再考する考えはございません。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 佐々木晴一君。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 この件は法的には何の問題ないということでございますけど、この分け方ですけども、

これは平成１８年の５月２２日厚生会の評議会で決まったことですね、全部。私、個人的

には、また市民の皆さんもそう思うと思いますけども、これは密室で行われた、職員だけ

で行われた山分けじゃないかと私は思うわけですけども、何の法的根拠もない、一部は職

員がとって、一部は市に返してて、どこを境にしてるのかという根拠が全然わからない、

この職員厚生会の会長であります小南副市長にもう一度、その境の根拠をお願いします。 

○議長（井上 太一君）   

 小南副市長。 

○副市長（小南 哲雄君）   

 議員も当初ずっと経緯をるる説明されましたが、１５年、平成１５年までは、要するに

この福利厚生シニアプランは全額１０００分の５プラスの１０００分の１０ですか、

１０００分の１５を全額を退職時に職員がいただいてた制度でございます。それが、要す

るに事業廃止に伴いまして、逆に職員が掛けた分だけのみ、元本割れしとりましたので元

本の保証をして、１０００分の５だけを職員に戻し入れたわけです。そういう中で、逆に

前の整合性とかいろんなことで、いろんなことを協議を深めた中でそういう決定がなされ



- 29 - 

たことと私は考えております。 

 それともう一つ、私もはっきり覚えておりませんが、ちょっと間違いがあったらごめん

なさい。１８年と１９年ですね、これは住民監査請求も一応出されております。これにつ

いては、一応却下ちゅうことで結論が出とるところでございます。 

 以上です。 

○議長（井上 太一君）   

 佐々木晴一君。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 これはもう、本当におかしいと思っても住民監査請求を中家前議員がされたということ

を聞いておりますけども、この件でも根拠はないということではねのけられてますし、今

回、こうして質問してもこの件はなかなか根拠ちゅうのは非常に難しいということで、こ

れを一般会計に戻してもらうのは難しいかなと思うわけですけども、それにしてもやっぱ

り、これも副市長、市長が、顧問である松下市長、そして会長の小南副市長が決断すれば

簡単に、はい、そうですかということで戻しましょうと、今市の会計も厳しいから戻しま

しょうちゅうことでできることなのに、いこじに、こっちから返せちゅうことは言えない

かもしれませんが、返すほうにとってはそのトップが決めれば簡単にできることですよね。

私から返せちゅうことは、こっちが市民が言うても法的根拠はないちゅうことではねのけ

られるかもしれませんけど、市長、副市長が決意すれば簡単にできること。これは、前向

きに考えていただきたいと思います。 

 そして、その件は５０歩譲りまして、そもそも今でも職員厚生会に福利厚生として

１０００分の５を職員に対して入れてますよね、職員厚生会のほうに。なぜ入れるんだろ

うなと思っています。もう県、国のほうとしてもご存知のように、確かに地方公務員法第

４２条において福利厚生をうたってますけども、平成１８年の総務次官通知でも、この職

員の福利厚生は適正に事務を実施すること、そして平成１８年７月において閣議決定で互

助会の補助を削減すること、平性１８年３月に職員互助会の補助についても見直しを図る

こと、ということですね、出されているわけです。ですから、もうどの県のホームページ

を見てもこの件が載ってるわけです。この公費を職員厚生会に入れている自治体と入れて

ない自治体、そして改善を図ってる自治体、改善を図っていない自治体ということで出て

るわけですけども、これ県のホームページからとったこの資料ですけども、これですね、

全廃した自治体というのは確かに福岡県では少ないです。宇美町とか小竹町と鞍手町、二

丈町、みやこ町、上毛町、ここら辺が、もう公費を全廃した自治体です。しかし、福岡県

の５５ある自治体の中の３分の２近くの３２自治体が、これは見直しをしてるんです、ほ

とんどが、見直ししてます。この市の中で見直しをしていないのは、この私たちの中間市

と豊前市と朝倉市、この三つだけなんですよ。この朝倉市といったら、先ほど高額療養費

の問題においても問題が出ました自治体です。こういったことをやるからこそ、こうした
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見直しもしない自治体だからこそ高額療養費も事件が起きるんじゃないかと私は思うわけ

です。ですから、非常に身内に甘い、改革に対して本当に後ろ向きであると、前向きでな

いと思うわけですけども、こういった面を改善していただきたい。全廃しろとまでは言い

ませんけども、できたら全廃していただきたい、ゼロにしていただきたい、あるいはもう

改善して、この１０００分の５を１０００分の３、１０００分の２、どんどん減らしても

いいじゃないですか。隣の佐賀県などは、職員厚生会、互助会に公費支出してる団体ちゅ

うのは２３市町村中９自治体のみだけです。して、今、震災で大変な思いをしております

この宮城県、これに至っては直近のこの平成２２年度予算を見てみますと、この県下の自

治体の中で公費支出している団体は３５自治体の中で女川町だけ、一つだけです。全部ほ

かはやってません。このようにして、全国この公費支出というのを見直し、削減してるわ

けです。国もそうしろと言ってるわけですから、するべきじゃないですか、市長、どうで

しょうか。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 私どもも行財政改革進めていく中で、職員数とも随分減らしてきております。そういう

中で職員１人当たりの事務量等とも増え、また、事務等々も国、県のほうからも移譲され

てくるというような状況の中で、一人一人の負担というのは大変仕事、プレッシャーを感

じながらやってる状況でございます。少し体調を崩した職員等々も出てきておりますし、

そういう面からも、この４２条にございますように、職員の厚生等々には、私どもも気を

配らなければいけないなと、そういう思いでございます。そういう意味で、この

１０００分の５、昔は１０００分の７でございましたですかね、それを１０００分の

５等々に引き下げてきておりますし、厚生会のほうも使うお金というのもそれなりに考え

てやってきておるわけでございまして、現在のところこの１０００分の５を変更ていうこ

とは、現在のところはちょっと考えてはおりません。 

○議長（井上 太一君）   

 佐々木晴一君。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 １０００分の５を出して、それ中間市だけの職員厚生会だけでやってるかといったらそ

ういうわけじゃなくて、当然そのお金の大半は福岡県市町村福祉協会のほうに行ってるわ

けです。そして何が行われてるかといったら、盛りだくさんの福利厚生が行われてるわけ

です。結婚祝い金初婚６万円、再婚３万円、出産祝い金３万円、入学祝い金１万円、銀婚

式６万円、還暦祝い金１万円、そして古希祝い金、７０歳過ぎたら退職した人まで２万円

渡してるんです。育児休業援助金月額４万円、このような盛りだくさんの福利厚生をされ

てるわけです。そして退職者の医療費まで補助されているわけです。こういった、さっき
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９月議会でも質問させていただきましたけども、こういう退職者まで福利厚生まで面倒見

ているような福岡県市町村福祉協会から脱会していただきたい。これはもう山々でありま

すし、そのお金が大半がそこに流れているならばこれを削って、福祉協会からもうやめて

独自でやったら、互助会ですから本当ならば職員同士でお金を出し合って入学祝い金とか

出産祝い金とかするのは構わないと思います。そこに少し行政がプラスアルファしてもい

いかと思いますけども、しかし、それでもこれはやり過ぎ、退職者の福利厚生まで面倒見

てあげているというのは、それも税金で面倒見てあげているというのは、これはやり過ぎ

でございますので、いち早く中間市もこれを見直して、１０００分の５から１０００分の

４、３、２ぐらいまで下げていただきたい。これを要望して、この件に対しては質問を終

わらせていただきます。 

 時間も迫ってきてることから、最後の中間市の小中学生の犯罪・非行防止に対する取り

組みについて、教育長に質問をさせていただきます。 

 ９月議会に私のほうから青少年のこういう非行、犯罪についての質問をした折、吉田教

育長からは、親に責任があるということを強く強調されていきました。しかし、先日

１１月１４日ハーモニーホールで暴追集会が行われた折、折尾の國崎署長が言った、あい

さつの言葉で言われておりましたけれども、福岡県の中でも中間市は非常に青少年の犯罪

が多いということを言っております。 

 そもそもこの青少年犯罪というのは、福岡県というのは、人口比率から見れば全国ワー

ストトップなんです。件数から見ると東京、大阪、神奈川ですけども、人口比率から見る

と東京を抜いて断トツ日本一でございます。その日本一からの中のさらに中間市というの

は非常に悪い。福岡市、北九州市に次ぐような状況です。福岡市、北九州市というのはそ

りゃ人口が多いですので件数も多いですけども、中間市は人口比率から見ると、もう福岡

県の中でトップクラスでございます。これは、軽視することはできません。もう親任せで

はこれはできないということです、こういうことは。ですから、行政、学校、教育委員会

が本当にタイアップして、ほんと必死にこれを問題解決に当たっていかなきゃならないと

思いますけども、その対策において吉田教育長の所見を求めます。 

○議長（井上 太一君）   

 吉田教育長。 

○教育長（吉田  孝君）   

 前回もお答えしたと思いますけども、学校、教育委員会、それからいろんな諸団体、各

小中学校におきましては道徳、特別活動を初め、すべての教育活動を通じて規範意識の醸

成を図っております。 

 児童生徒の問題行動の未然防止に向けた取り組みとして、「規範教育推進事業」におい

て外部講師を招聘し、「万引き防止」それから「薬物乱用防止」「ネットによる誹謗中

傷・いじめ防止」等のテーマ学習を行っております。また、中学校におきましては福岡県
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警と連携し、「暴力団排除教育」を実施しております。さらに、近隣市町の学校や関係機

関との連携、協力をしながら、児童生徒の実態把握、情報交換や夜間巡回補導を行うなど、

一体となって児童生徒の非行防止に取り組んでおります。教育委員会もただ黙っておるわ

けではなく、各学校とも連携して何とか子どもたちを非行に走らせないような形で、いろ

んな、今言ったような形をやっていると思います。 

 各学校も児童生徒の非行防止には非常に神経をとがらせております。我々もそれにタイ

アップして、あらゆる団体とも協力しながら、例えば「みまわり隊」、それから警察署の

少年補導員、また少年相談センターの補導員等が中間市の子どもたちのために、夜、巡回

指導をしたり、いろんな形でやってるところでございます。 

 前回私が親の責任だと言ったところがありますが、これは私の個人的な考えでもありま

すけども、教育基本法では、「教育の第一義的責任は家庭にある。」と示されております。

家庭では、小さなころからのしつけや子どもへの愛情を通して、規則正しい生活リズムを

つくり、子どもに基本的な生活習慣を身につけさせることが必要であると、教育基本法に

も載っとるわけでございますが、私は、前回申しましたように、深夜徘回とかいろんな基

本的な生活習慣においては保護者の責任、親の責任ではないかと感じておりますが、行政、

教育委員会とも一生懸命今やってるところでございます。 

○議員（４番 佐々木晴一君）   

 ありがとうございます。吉田教育長を信頼しておりますので頑張ってください。 

 終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（井上 太一君）   

 次に、中尾淳子さん。 

○議員（１１番 中尾 淳子君）   

 公明党の中尾でございます。通告に従いまして、３点について一般質問をさせていただ

きます。 

 初めに、中学校の武道必修化に伴う指導者の体制につきまして伺います。 

 学習指導要領の改訂により、来年度から全国の中学校で男女ともに体育の授業で武道必

修化が始まります。これは、柔道、剣道、相撲、地域によりなぎなた等の１種類を選択し、

中学１、２年生の授業に組み込まれるとのことですが、その備えとして我が市におきまし

ても、市内全中学校に武道場が新築されました。日本の伝統であります武道を学ぶことは

心を鍛え、相手を尊重した練習を行うなど、武道の伝統的精神を学ぶことは大変有意義で

ありますし、大事なことだと思っております。 

 武道教育について、公明党としても青少年の健全育成に必要であるとして、積極的に推

進し、安全で円滑な授業を実施するため、武道場整備、指導者の育成などを強く要望して

まいりました。特に柔道につきましては、安全対策、指導者の育成が求められますが、新
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年度に向け教育現場ではさまざまな取り組みが行われていることと思いますが、指導者の

体制について教育長に伺います。 

○議長（井上 太一君）   

 吉田教育長。 

○教育長（吉田  孝君）   

 ただいまのご質問にお答えいたします。 

 来年度から武道が必修になるということで、中間市も４中学校に武道場をつくっていた

だきました。非常にありがたいことでございます。 

 また、今ご質問のように指導者の体制でございますが、文科省のほうは、本来体育の先

生が剣道におきましては、基本的な指導ができるという形で初段か２段を持った経験者が

指導してもよいとなっとるわけですけども、今さっき言いました、柔道におきましては危

険を伴うということで、中間市におきましては東中学校では専門の教員をことし配置して

おります。また、中間中学校に非常勤職員の中に柔道７段の方を置いて、現在北中学校が

柔道の授業と相撲をやっとるわけですが、そこに、体育の教師だけでは危険な面も出てき

ますので、その方を派遣して、体育の教師と一緒に柔道の授業をやるような体制をとって

おります。剣道におきましては、南中と中間中が剣道の専門の先生がおられますので、そ

こで授業を行っているという形でございます。北中では今度土俵もつくりまして、相撲の

ほうを授業でやっております。 

 今、そういう形で中間市におきましては、１校で柔剣道一緒に授業をやるということで

は教員の定数の問題でできませんので、中間中と中間南中は剣道を中心に授業をやると、

東中学と北中は柔道、相撲ですか、そういう形で２校ずつそういうような形で分けて授業

をやっていこうと。生徒の中には剣道もやりたいっていう子どももいるかもわかりません

けれども、教師の問題等が起きまして授業ではどちらかをやると、中学校の２校で分けて

おります。 

 以上です。 

○議長（井上 太一君）   

 中尾淳子さん。 

○議員（１１番 中尾 淳子君）   

 はい。では、各中学校では授業とともに部活動も今後行われていくようになると思いま

すけれども、既に今クラブチームなどで練習をしている生徒と部活動での指導方針との整

合性についてどのように教育長がお考えでしょうか。 

○議長（井上 太一君）   

 吉田教育長。 

○教育長（吉田  孝君）   

 ただいまのご質問でございますが、専門の先生のおられる学校につきましては、やはり
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専門の先生が中心として部活動を形成していくと。学校の部活動というのは生徒会活動の

一環でございまして、校長が各部の先生を顧問に指名します。ただ、今言ったように柔道

なんか専門の先生がいない場合、各道場でやってきた子どもがおるわけです。だから、部

活動であえて対外試合等があると思いますが、その際には学校長の責任でその柔道部、同

好会という形ですか、専門の先生がいないでも、そういう経験者の子どもたちを大会に出

場させとるわけです。まあ専門の先生がおられる場合には、専門の先生、部活動がやはり

中心となってその先生が指導していく上におきまして、やはり部の、例えば柔道部であれ

ば柔道部に入部した子どもたちが対外試合に出るという形で、責任等の問題がございます

ので、そういう形になっております。例えば野球にしても何にしてもそうですが、水泳の

場合もあるわけですが、学校に専門の先生がいなくてクラブがないという場合に対外試合

出せとかいうような形が出てくるわけですが、それについては最終的には学校長の責任で

出すと、そういう形になると思います。ただ、責任、けがのあった場合には学校長が責任

を負わなきゃいけませんので、やはり専門の先生のいない中学校の先生方はなかなか同好

会とかそういう顧問になりたがらない方が多いと思います。ただ、専門の先生がおる場合

にはその専門の先生と校長の責任で対外試合に出るという形になると思います。 

 よろしいでしょうか。 

○議長（井上 太一君）   

 中尾淳子さん。 

○議員（１１番 中尾 淳子君）   

 じゃあ、次に、柔道、剣道の経験の少ない先生について研修会や講習会など開催の考え

はありますでしょうか。 

○議長（井上 太一君）   

 吉田教育長。 

○教育長（吉田  孝君）   

 現在、やはり文科省も県もそういう専門家が少ないという形で、体育の先生を中心に年

１回、例えば福岡県教育委員会が今先生方の講習会、柔剣道の講習会を行っております。

そして、何日間かやって、初段の方は２段にする、段を持ってない方は初段の免許が取れ

るような形で講習会を県が行っております、柔剣道の場合ですね。 

○議長（井上 太一君）   

 中尾淳子さん。 

○議員（１１番 中尾 淳子君）   

 わかりました。ありがとうございます。 

 じゃあ、次に女子生徒への指導方法は男子生徒と同じようにやっていかれるんでしょう

か。 

○議長（井上 太一君）   
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 吉田教育長。 

○教育長（吉田  孝君）   

 女子も同じような形で、柔道であれば柔道をさせております。全く同じ基本的なものを

やらせます。ただ、段取りっていうのがあるんですが、その場合には女子と男子をやるっ

ていうのはかなり力の差がありますので、女子の生徒については女子の者でやらせるよう

になると思います。まだ今始まったばっかしですので、１年目は受け身から始めるんでは

ないかと思いますので、まだ取っ組み合いをやるという段階にはならないと思いますが女

子は女子でやらせると、男女一緒にやりますけども、そういう組み合う場合には女子は女

子でやらせるというふうになると思います。 

○議長（井上 太一君）   

 中尾淳子さん。 

○議員（１１番 中尾 淳子君）   

 ありがとうございます。例えば、剣道につきましては竹刀、防具ですね、柔道では道着

などの準備は保護者の経済的な負担も大きいと思いますけども、その点については個人的

に準備をしていくことになるのでしょうか、いかがでしょうか。 

○議長（井上 太一君）   

 吉田教育長。 

○教育長（吉田  孝君）   

 授業でやる柔道着、剣道具につきましては市のほう、教育委員会のほうで各学校におい

て、それを生徒が使用するようになるわけですが、素肌につけると衛生的に問題があるの

で、体操服の上につけてやるという形で他の市町村でもやっているようでございます。本

市でもそういう形でやるので本人が負担することはありません。ただ、部活動とかでやる

場合には個人のものになりますので、個人が買うようになると思います。 

○議長（井上 太一君）   

 中尾淳子さん。 

○議員（１１番 中尾 淳子君）   

 どうもありがとうございました。では、いよいよ武道の必修化まで４カ月となりました。

武道を通しての健全育成、また安全対策の徹底に取り組まれ、武道を有意義に学んでいか

れますことを切望いたしまして、次の質問に移ります。 

 転入、転出、転居などの際に、それに伴う国民健康保険や年金、乳幼児医療、子ども手

当、学校、保育施設、また福祉関係などの手続について、それぞれに窓口が分かれ、移動

しなければなりません。障がいのある方の福祉サービス等専門的な知識が必要な場合を除

き、市民課で一括して受け付け、サービスの向上を目指すワンストップサービスの開始を

されるお考えはありませんでしょうか。市長にお伺いいたします。 

○議長（井上 太一君）   



- 36 - 

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 市民に対しまして少しでも利便性の向上、これを願っておりますのは議員も私どもも一

緒でございます。 

 議員の質問をお受けいたしまして、最近北九州市のほうでワンストップサービスしてお

ります。担当のほうに早速調査に行かしたところでございます。 

 ざっとしたお話させていただきますと、やはりワンストップサービスのソフトの開発で

すね、これは、市の大きさ違うんでございましょうけども、北九州市ではやはり１億六、

七千万、ソフト開発費だけでかかっているようでございます。 

 それと、フロアの改修でございますね、これもやはり六、七千万かかったようでござい

ます。それと、当然、ワンストップサービス、多課にわたる事務を一つの窓口でするわけ

でございまして、それぞれの課の事業に精通した人間を張りつけなければなりません。そ

のような人材育成っていいますか、職員の研修等々に相当の時間をかけているようでござ

います。それと、ワンストップといいましても、そこ行けばもうすぐできるっていうこと

ではなく、やはり１０分、２０分、長いときではやはり３０分ていうその時間がかかる

ケース等々もあるようでございます。 

 それと、水道事業はそのワンストップサービスには入っておりません。ていうのは、水

道の開栓等々は電話一本でできるということで、そのワンストップサービスの中には入っ

ていないようでございます。 

 当市におきましては、ご承知のとおり１階のフロアですね、１階のフロアに転入転出に

必要な部署、課をですね、そろえております。ただ、教育委員会のほうが３階にございま

して、この転入転出等々で来られて、何ていいますか、不安を感じられる方に対しまして

はリレー方式っていいまして、次に行くところまでしっかり係まで誘導していきますし、

教育委員会に参りますときもやはり担当の係まで誘導いたしております。 

 私の考えでは、ワンストップじゃなくて、１階の広さでございますんで、ワンフロア

サービスプラスのリレーサービスていう感覚で現在おるわけでございます。先ほど申し上

げましたように、ワンストップサービスをするまでにはやはり少しお金もかかりますし、

また人材育成等々も少し時間がかかるようでございます。私の思いといたしましては、少

し時間をいただいて検討課題にさせていただければと、そのように思っております。 

○議長（井上 太一君）   

 中尾淳子さん。 

○議員（１１番 中尾 淳子君）   

 どうもありがとうございます。では、転入転出につきましては月平均何件ぐらいの来庁

者がおられるのか、成光部長にお伺いいたします。 

○議長（井上 太一君）   
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 成光市民部長。 

○市民部長（成光 嘉明君）   

 お答えをいたします。 

 本年４月から１０月までの住民票等の月平均ということでございましたけども、１日平

均でちょっとお答えをさせていただきたいと思います。 

 １日当たりの発行手続件数は１４１件でございます。そのうち転入に伴う手続件数は

１日４件でございます。転出につきましては５件でございます。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 中尾淳子さん。 

○議員（１１番 中尾 淳子君）   

 ありがとうございました。市役所に来られた方に対して、今市長がおっしゃいましたよ

うに職員の方が本当に親切に次の窓口に案内していただいているということは、私も十分

に承知をしております。 

 また、ワンストップに対しては多額の費用もかかるという市長のご答弁をいただきまし

て、今後、調査、研究をしていただくことを希望いたしまして、次の質問に移ります。 

 次に、公用車への有料広告掲載についてお尋ねいたします。 

 公用車はほぼ毎日市内を中心に走り回っておりますけれども、公平性や公共性の問題に

ついては最も注意をしなければなりませんが、厳しい財政状況を踏まえた自主財源確保の

一環として、市の保有する公用車のドアの部分へ有料広告掲載事業をスタートさせてはい

かがかと思っております。企業の活性化やＰＲにもなるのではないでしょうか。また、今

後行財政改革の観点から、さらに役所の経営感覚を高める意味からも、自主財源確保のた

めにも検討されてはいかがでしょうか。市長にお尋ねいたします。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 議員ご指摘のとおり、大変厳しい財政運営でございます。特に２４年度につきましては、

まだ国の動向等がはっきりせず、大変予算編成に当たりましても不安を感じているところ

でございます。そういう中で少しでも財源確保ということで私どもも頭を悩ませていると

ころでございますが、ご質問の件につきましては担当のほうから詳しく説明をさせます。 

○議長（井上 太一君）   

 白尾総務部長。 

○総務部長（白尾 啓介君）   

 それではお答えいたします。 

 本市の歳入総額に対する自主財源の割合は、平成２２年度決算ベースで３１.３％であ
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りまして、依存財源に偏った財政構造となっております。こうした財政状況の中で、自主

財源の確保は喫緊の課題と考えております。 

 現在、市では広報紙やホームページに有料広告を掲載いたしまして、少額ではございま

すけども、一定の収入を得ているところでございます。 

 議員ご指摘の公用車への有料広告につきましては、過去に検討した経緯がございます。

が、景気低迷の中にありまして、やはり契約相手が見つからなかったという現実がござい

ました。しかしながら、本市の厳しい財政事情のもと、少しでも自主財源を確保するとい

うことから、現在有料広告の掲載基準を定めました「有料広告掲載に関する要綱」の作成

を検討いたしております。この要綱の中で、広告媒体として公用車や公用封筒を定めてお

ります。新たな財源確保の観点から、こうした公用車を含めた有料広告の掲載につきまし

て今後前向きに検討してまいりたいと考えております。 

○議長（井上 太一君）   

 中尾淳子さん。 

○議員（１１番 中尾 淳子君）   

 どうもありがとうございます。 

 それでは、市の保有する公用車は今何台ぐらいありますか。高橋財政課長にお尋ねいた

します。 

○議長（井上 太一君）   

 高橋財政課長。 

○財政課長（高橋  洋君）   

 お答えします。 

 緊急車両、トラック、マイクロバス等を含めまして、現在１３２台を所有いたしており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 中尾淳子さん。 

○議員（１１番 中尾 淳子君）   

 ありがとうございました。企業側から見ればそれ相応のメリットがなければ意味があり

ませんし、大変な不況の中であります。また、企業の皆さんに理解をしていただくことも

必要と思います。事業収入も大きく収益が上がると思っていません。しかし、さまざまな

自治体の取り組みを今回学ばせていただきまして、さまざまな自治体の取り組みを調べま

した。で、少しでも新たな財源が確保できるよう必死に取り組んでいる姿勢も感じ取るこ

とができました。まず、できることから、先進地の取り組みを参考に検討を行っていただ

ければと思っております。 

 それでは、大変にありがとうございました。これで一般質問を終わります。 
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……………………………………………………………………………… 

○議長（井上 太一君）   

 次に、植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 私は中間クラブの植本種實でございます。早速、通告によりまして一般質問いたします。 

 まず、市立病院について伺います。 

 先日、私は８日間ほど市立病院に入院いたしました。市立病院を利用するのは初めてで

したので、大変──大変というより少し緊張したのですが、入院してよかった、そしてイ

メージとは、こんなん言ったら悪いんですけど、イメージとは全然違って、明るいところ

だな、いいところだなというふうに思いました。お医者さんや職員さん、そしてボランテ

ィアの皆さん方も明るく親切で、何より患者さんの気持ち、目線に立った姿勢を至るとこ

ろで感じました。そこで私は中間市立病院はいいところだ、いい病院ですよと、もっと市

民の方にアピールする必要があると思い、そしてまた、市立病院をもっと利用してくださ

いという利用促進作戦というか、そういうのが必要と思いますけども、どのようなお考え

で施策をお持ちですか。お尋ねいたします。 

○議長（井上 太一君）   

 どなた。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 じゃあ、病院事務長の行徳さんにお願いします。 

○議長（井上 太一君）   

 行徳市立病院事務長。 

○市立病院事務長（行徳 幸弘君）   

 まず、議員にお褒めをいただきまして、まことにありがとうございます。 

 それでは、当院での対策といたしました事柄を紹介させていただきます。 

 まず、毎月全戸配布されます「広報なかま」の１０日号に「知って得する医療講座」と

題し、当院の医師や看護師等による「疾病やその予防について」これまで掲載をいたして

おります。 

 また、年４回発行しております職員手づくりの病院情報誌「市立病院だより」につきま

しては、老人クラブ連合会あるいは各公共施設、垣生駅や中間駅など多くの市民の目にと

まる場所に毎回配布をさせていただいておるところでございます。 

 また、院内では医療福祉相談室で専門の職員が近隣の医療機関や老健施設、行政などと

の連携を図りながら、年間に３,０００件を超す患者様やそのご家族のさまざまな悩みや

相談に応じ、大変喜んでいただいているところでございます。さらには、診療におきまし

ても、平成２０年７月に在宅支援室を立ち上げ、訪問看護、訪問診療、訪問リハなど在宅

ケアに取り組み、市民の身近な病院として地域医療に力を注ぎ、現在も継続的な取り組み
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を行っておるところでございます。 

 したがいまして、このような取り組みを職員全員が誠実かつ継続的に実践することで、

より多くの患者様に市立病院をご利用していただけるものと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 さまざまな努力をされて、本当に頑張っておられるなあというふうに思います。そこで、

見通しですが、昨年度は１００万円の黒字だったということですが、どれぐらいの患者さ

んというか、利用者があれば黒字ベースになるというか、それから今後の見通しというん

ですか、経営の見通しというのを少しお尋ねいたします。 

○議長（井上 太一君）   

 行徳市立病院事務長。 

○市立病院事務長（行徳 幸弘君）   

 お答えいたします。 

 黒字か赤字かというような判断でございますけども、やはり病院でございます。そうい

う中で、やはり医療スタッフの職員の数に大いに影響するものが大きくございます。現在、

当院では常勤医師９名で診療を行っております。この９名が外来及び入院患者、また、た

だいま申し上げました訪問診療等々に頑張ってくれておるわけでございますけども、やは

りそういう努力にも限界がございます。ですから、今お話し申し上げましたように、我々

病院そのもの、職員そのものが変わっていくと、それには接遇、いろんな研修等もござい

ましょう。そういうことで多くの市民の方々にご利用していただく数を増やすということ

が大切なことだとは思っております。 

 しかしながら、今当市も人口減少にございますし、人口パイというところの減少に対し

て、患者さんの減少も比例してくるんではなかろうかと思っております。そういう中で、

いかに診療報酬を多く、高い診療報酬を取れるのかということは、やはり入院であれば看

護配置などの診療報酬を上げていくと、現在１５対１という看護配置から１１対１という

ところまで上げてございます。そういうところを一つ一つ頑張っていくことが黒字経営に

つながるものというふうに考えております。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 今、年間に１万３,０００人ぐらいの利用者があると、それは間違いないですか。 

○議長（井上 太一君）   

 行徳市立病院事務長。 
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○市立病院事務長（行徳 幸弘君）   

 ２２年度の決算集計で申し上げますと、年間の患者数全体といたしましては２１年度の

２,９８５人増しの９万３,９４５名でございます。 

 内訳といたしましては、入院患者数２万２,２９６人、外来患者数７万１,６４９名でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 このように、多くの患者さんが利用されているんです。それはやはり、患者さんの心、

目線に沿って親切丁寧な医療が行われてる結果だと私は評価いたしております。これから

もそういうふうに、親切丁寧な患者さんの目線に立った病院運営をしていただくことをお

願いいたしまして次の質問に移ります。 

 次に、市立病院とは少し内容が違いますが、病気は早期発見、早期治療が必要だと思い

ます。私も健康には自信がありました。それで保健センターから健康診断の通知をほって

おいた結果が入院するはめになったというふうに思っています。そこで、健診を受けなさ

いという手紙が、封書が来ますが、その封書がどのようなものかをお尋ねいたします。 

○議長（井上 太一君）   

 溝口保健福祉部長。 

○保健福祉部長（溝口  悟君）   

 お答えいたします。 

 多分、特定健康診査のことだと思います。対象者への受診案内を送付しております。こ

れは、国民健康保険に加入されてる方で、普通でいいます健康チェックという部分でござ

います。 

 以上です。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 今、その通知はどのような基準で、何人の方に出されていますか。 

○議長（井上 太一君）   

 木森健康増進課長。 

○健康増進課長（木森 光彦君）   

 お答えいたします。 

 対象者は国民健康保険加入者で、４０歳から７４歳までの方でございます。平成２２年

度の対象者は９,２３９名、受診者は１,８３６名でございます。 
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 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 約９,０００人の方に出されて２,０００人の方が受診される。少し受診率が低いという

か、皆さんそれぞれ私と同じように健康に自信があって、悪くならないと病院には駆け込

まないという状態だと想像できます。 

 そこで、もっとこの受診率を上げるような、私が言うのもおかしいんですけど、啓発活

動はどのように行われていますか。 

○議長（井上 太一君）   

 溝口保健福祉部長。 

○保健福祉部長（溝口  悟君）   

 一応、対象者の方には受診の案内を送付しております。それでも、まだ未受診者という

形で行かれてない方には、再度お勧めをしております。そして受診の案内や戸別訪問を行

い、現在受診率のアップに励んでいるところでございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 そのように、ぜひ受診率をアップしていただいて、早期発見、早期治療のほうをよろし

くお願いいたします。 

 次に、三つ目に１０月２５日の朝日新聞の記事についてお尋ねいたします。 

 朝日新聞には「中間市立病院移転へ」の記事が掲載されていました。中間市民にとって

は大変関心の高い記事です。記事になった経緯とその内容についてお尋ねいたします。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 経緯と内容ということでございますが、先の議会におきまして片岡議員のほうから、市

立病院の建て替え、再生に向けての思いと決意のほどをお聞かせいただけないかという、

そのような一般質問があっております。それに対しまして、私は、今後とも自立性を持ち

ながら、市民の安心と信頼を得られるような、そのような病院をつくってまいりたいと、

そのように思ってるという私の思いを述べさせていただいております。 

 さらに、次の質問でコンサルティングの結果次第ではどうかという、その再質問もあっ

ておりまして、そのときもこの市立病院を市民のために存続したいと、その強い思いでお

りますと、ここでも私の考えを、方針を述べさせていただいたところでございます。 

 この質問時に、読売新聞社、西日本新聞社の記者の方、傍聴席のほうにおられまして、
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その新聞社の方のうち朝日新聞社の方がこの一般質問に対しまして興味をお持ちになって、

私のところにお見えになった。これが、朝日新聞社に載ったという経緯でございます。朝

日新聞社だけ呼んで話をしたっていうことではございませんで、ほかの新聞記者もおられ

た中で、朝日新聞社が興味を示されてこられた。 

 それと、その内容に等々につきましては、この議会の本会議で私の強い思いを述べさせ

ていただいております。これ議会のほうで私の思いというのを述べる前に新聞等々にその

ような私のコメント載せれば、これはいかがなものかということになりましょうけどもが、

本会議でお話をした後でございまして、これは公式の場で私の思いを述べさせていただい

た。そういうことで、新聞記者に対しまして私の思いを述べ、それが記事になったという

ことでございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 記者会見をしたその内容を朝日新聞だけが載せたというわけですか。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 いいえ、記者会見じゃなくて、この本会議の中に他社の新聞記者の方がおられたと、そ

してその一般質問に対して、また私の回答に対して興味をお示しになったのは朝日新聞社

だけであったと、その新聞記者が私の部屋へお越しになったという経緯でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 記事では、市立病院を建て替えるというふうに一応断定してあります。それを読むと、

市民の方は建て替えるんだなあというふうに思います。それとまた、市長さんが、建て替

えるんだというアドバルーンを上げたのかなあというふうに思うんですけども、断定はし

てないというわけですね。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 別に、アドバルーンを上げたつもりはございません。 

 ただ、今、断定をということでございますが、私朝日新聞のコピーを持ってきておりま

すが、ちょっと読ましていただきます。「中間市が、建て替える方針を決めた」というこ

とでございます。建て替えを決定したということではございません。建て替える方針を決

めたっていうことでございまして、建て替えを断定したっていうことではございません。 
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○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 言葉のことは置いといて、この問題は片岡議員を初め多くの議員が一般質問いたしてお

ります。その中で市長は、「検討委員会（仮称）を設置し、その中で十分協議する。そし

て、検討内容や結果については広く市民へ公開していくと答弁されています。このことに

ついては、どういうふうに思われますか。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 言われるとおり、執行部、また議会等々も含めて大いにコンサルの結果をたたいていた

だきたいと、そのように思っております。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 あの、建設検討委員会というのはもう発足されてるんですか。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 いや、まだそこの段階まではいっておりません。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 市民にとって愛されるよりよい病院をつくっていただきたいというのが私の考えですけ

ども、今年度、先ほどちょっと申しましたが、１００万円の黒字だったということですが、

累積赤字というのはどれぐらいありますか。 

○議長（井上 太一君）   

 行徳市立病院事務長。 

○市立病院事務長（行徳 幸弘君）   

 お答え申し上げます。 

 平成２２年度末未処理欠損金、いわゆる累積赤字でございますが、６億７,８６７万

７,３５１円でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   
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 その約６億円ちょっとの累積赤字を今後どのようにされるつもりですか。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 前回も申しましたように、これ継続した病院事業でございます。いいときもあれば悪い

ときもある。そういうあたりで、中間市の運営もそうでございます。やはりお金の足らな

いとき、昨年みたいに貯金できるときっていう、そういうふうな流れがございます。将来

見通したシミュレーションの中で少しでも減らすように、これは病院の黒字も本来３年か

けて黒字を出そうという、国のほうへ出したその計画があるわけでございますが、これは

本当にわずかな黒字でございますけどもが、２年で達成したということでございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 ちょっと話は前後しますけども、もし建て替えた場合、跡地はどういうふうにされるの

か、そしてまた、この建て替えるのは新聞に書いてあるとおりのところに建て替えるわけ

ですか。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 新聞では、具体的には書いてない。まあＪＲ近くの市有地というその表現でございます

けどですね、これも今から検討するっていう状況でございますので、そういうあたりで回

答のほうはちょっとご勘弁していただきたいなと、そんなふうには思っております。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 検討委員会も設置されない中でいろいろ質問してもあれですが、１０年後、２０年後を

考えると、中間市の人口も減っていくというふうに思います。そのときに、次の世代に負

担を残さないような新しい病院をつくってほしいなと、それと同時に老朽化、それから耐

震化を考えると私自身建て替えも必要かなというふうに思います。その辺の件について市

長はどのように思われますか。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 まさに言われるとおりでございます。今の少子高齢化っていいまして、超高齢化社会に

なっております。これが、団塊の世代という表現がいいか悪いかわかりませんが、あと
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２０年もすれば、これは大変失礼でございますが、やはりそういう超高齢化社会も徐々に

減っていくんじゃないか、その後来るのは、今言われますように少子化時代がまいります、

まさに。これは全国そうなってくるわけでございまして、だからこの２０年間、これはも

うまさに私どもが、医療需要っといいますか、病院を必要とされる方が増えてくる時期、

そんなふうに思っております。そういうことで、病院経営につきましても十分やっていけ

るんじゃないかなというその思いがございます。しかし、今言われますように２０年たて

ば、本当に人口が減ってくるわけでございます。だから、そのときにどうするかっていう

その話でございまして、将来人口が減るから病院建て替える必要はないということでもな

りません。子ども３人おって両親、５人家族いた場合、子どもが一本立ちしたときにもう

２人しか残らないから、先見通して２人だけで住めるようなその小さな住宅でいいかとい

うと、そうじゃありません。やはり子ども部屋等に要りますんで、それなりのスペースが

要ります。だから、この２０年間の医療需要に対しまして、本当に中間市の中核医療とし

てやっていきたいなと、そんなふうには思ってるんでございますが、２０年後を思ったと

きに、そしたらその２０年後に余り負担を残さないような、余り経費をかけた建設ではな

くて、低コストの、いろいろ考えながら、そういうふうなことをやっていかなければいけ

ないなと、そんなふうに思っております。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 私自身の気持ちとしては、市立病院があるということは中間市民にとって健康のよりど

ころ、心のよりどころ、そして誇りでもあると思います。市立病院が多くの市民に愛され、

親しまれる病院になることを祈念申し上げまして、次の質問に移ります。 

 次に、市内交通のあり方について質問いたします。 

 交通弱者や交通過疎地への対策として、コミュニティバスを運行することが検討されて

いますが、どのような状況でしょうか。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 今その執行部と議会がですね、本当に今検討中でございますので、それに対して軽々な

答えをすることはできません。 

○議長（井上 太一君）   

 はい、植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 それで、検討委員会が、私の知る範囲では何回も行われますけども、簡単になかなか結

論が出ないというのは、やはりお金がたくさんかかるからなというふうに思います。それ
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で、もっとお金のかからないような、そしてまた市民の方にも便利になるような方法を考

えるべきだというのが、私の考えであります。５年、１０年先を考えたときに、中間市は

４キロ四方という狭い、利点というか長所があります。その中でタクシー券や乗り合いタ

クシーの導入など、ほかの方法も、コミュニティバスだけにかかわらず、ほかの検討委員

会もつくってはどうかという提案ですけど、市長、どうでしょうか。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 今検討中でございます。議員のご意見は貴重なご意見といたしまして、賜っておきたい

と、そのように思っております。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 では、西鉄バスへの赤字補てんをやっていますが、幾らぐらいですか。どなたが、担当

部署にお願いいたします。 

○議長（井上 太一君）   

 松尾総合まちづくり課長。 

○総合まちづくり課長（松尾 壮吾君）   

 お答えいたします。 

 ２３年度の分については、まだ補助金が確定しておりませんので、２２年度で申し上げ

ますと、西鉄バス北九州に運行維持費補助金につきましては１,１１４万４,４００円でご

ざいます。それともう一つ運行補助をしております西鉄バス筑豊、中山中間線につきまし

ては、１５７万８,０００円を赤字補てんしております。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 中間線については１,２００万、それから中山線については１５０万ぐらい赤字補助を

してるということなんですけども、普通の一般民間株式会社になぜ私たちが補助しなきゃ

ならないのか、そこはどういうふうになっとるんですかね。 

○議長（井上 太一君）   

 松尾総合まちづくり課長。 

○総合まちづくり課長（松尾 壮吾君）   

 お答えいたします。 

 西鉄バス北九州中間線でございますけども、平成２０年の３月２６日付で、中間市を走
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っておりますあの中間線につきましては、県のバス対策協議会のほうに廃止の申し出があ

っております。それを受けまして、中間市では中間市バス検討会を開催いたしまして、申

しわけございません、中間市バス対策協議会を開催いたしまして、中間線については存続

するということになっております。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 結果は、赤字補てんをするから存続してくれというふうになったということですね。 

○議長（井上 太一君）   

 松尾総合まちづくり課長。 

○総合まちづくり課長（松尾 壮吾君）   

 そうでございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 赤字補てんについては、直方、鞍手、中間というふうにして、中間は５.１％いうふう

に補助してる、補助っていうか、赤字補てんをしてるというふうに聞いていますけども、

年々この額は増えていますが、今後の見通しはどのようになっていますか。 

○議長（井上 太一君）   

 松尾総合まちづくり課長。 

○総合まちづくり課長（松尾 壮吾君）   

 現在、バス利用者につきましては、減少しております。今の状況であれば今後も運行赤

字補てん額は少しずつ増加するものと考えております。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 今の答弁のように、利用者は減る、赤字の補てん額は増えるということは、どこまで私

たちというか、市は我慢するというか、赤字補てんを続けていくつもりですか。５年後の

補てんはどれぐらいになる予測ですか。 

○議長（井上 太一君）   

 白尾総務部長。 

○総務部長（白尾 啓介君）   

 西鉄バスに対します赤字補てんというのは、これやっぱり市民の足として、公共の足と

して、これを行政として支えていかなければならないという観点から補助をいたしておる
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ものでございます。 

 それで、５年後の赤字補てんがどれくらいになるかというのは正確な数字では持ち合わ

せてはおりませんけども、少しずつ微増していくものと考えております。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 これ、今の話ですが、初めよりも３倍ぐらいに増えて、４年か５年、１９年に発足して

いるんですけども、４倍ぐらいに増えていますけど、そんなに増えてますかね。 

○議長（井上 太一君）   

 松尾総合まちづくり課長。 

○総合まちづくり課長（松尾 壮吾君）   

 北九州が運営してます中間線でしょうか、それとも筑豊が運営しております中山中間線

でしょうか。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 中山中間線です。 

○総合まちづくり課長（松尾 壮吾君）   

 お答えします。 

 平成１３年度から赤字補てんを行っております。当初は中間市の負担額は２５万

３,０００円でございました。２２年度につきましては、１５７万８,０００円を負担して

おります。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 市民の足、足と言われるのは、確かに市民の足ですけども、中山中間線については中間

市民はほとんど利用してないんじゃないかというふうに私は感じます。だからといって、

やめろとか、そういうふうに言っているのではないんですけども、いつまでこういう状況

を続けていくのかなというところで。まあ、やめるとか、やめるなという問題じゃないん

です。もう少し視点を見直したらどうか、やり方を見直したらどうか、そこで前の話にな

るんですが、タクシー券、乗り合いバス、それから鞍手町のほうではコミュニティバスも

１０月１日から廃止しています。中間市は、それで、いうふうにいろいろ近郊も見直して

きてますので、中間市もそのようにしてはどうかということですけど、どうでしょう。白

尾さん、お願いします。 

○議長（井上 太一君）   

 白尾総務部長。 
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○総務部長（白尾 啓介君）   

 議員ご指摘のように、中間市における市内交通のあり方、最適な交通のあり方はどんな

ものかということを含めて今コミュニティバス導入検討会において検討していただいてお

ります。 

 それで今、三つの案をお示しして検討していただいてるわけですけども、その案を含め

て最適な交通体系のあり方ということを、これから具体的な検討を進めてまいるところで

ございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 そうですね、検討も大変いいんですけども、やっぱり継続性もなければいけないと思う

んです。僕、やはり七重の方、川西の方、なかなか市の中心まで市立病院、市役所まで来

るのに大変だというときに、タクシーの初乗り料金を出したらどうかとか、それから、例

えば通谷の公民館の前に、２区の公民館の前に１０時にタクシーが来ますと、４人まで乗

れますから、どうですかというような案内をつくったり、いろいろアイデアを出してくれ、

いつまでもコミュニティバス一辺倒では、だめじゃないか、検討の結果コミュニティバス

やめましたという話になったら、また一から出直さきゃならないじゃないかと思いますけ

ども、白尾さん、どのように思われますか。 

○議長（井上 太一君）   

 白尾総務部長。 

○総務部長（白尾 啓介君）   

 今おっしゃるように、持続性がなければ導入する意味がないと思います。それで持続性

持たせるために、今三つの案を示してますけども、かなりのやはり費用負担が出てくるわ

けです。ですから、簡単に導入することは困難であるということから、できるだけ費用負

担をかけなくて利便性の高い、そして持続性のある公共交通のあり方、コミュニティバス

のあり方について、今検討を進めてるところでございます。 

○議長（井上 太一君）   

 植本種實君。 

○議員（７番 植本 種實君）   

 大体わかりました。それで、交通弱者の方、それから交通の過疎地への早急の行政の施

策をお願い申し上げまして、松下市長、いろいろどうもありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（井上 太一君）   

 次に、安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   
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 福祉クラブの安田明美でございます。通告に従い、一般質問をさせていただきます。 

 来年度は介護保険と医療保険のダブル改正があります。今回は、介護保険のことでお伺

いします。保健福祉部長にお伺いしたいんですが、この介護保険が来年改正するに当たり

まして、中間市としての動きが何かございますか、お聞きいたします。 

○議長（井上 太一君）   

 溝口保健福祉部長。 

○保健福祉部長（溝口  悟君）   

 まだ国のほうから正式な通知も来ておりません。中間市独自で介護保険制度を確立して

いくという部分も、まだ第５期の中間市高齢者総合保健福祉計画の中で議論してまいって

おりますんで、現状のとしては今のところのお答えしかできません。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 そして、その第５期総合保健福祉計画を市民の方とか皆様にお伝えするのはいつごろの

予定になりますでしょうか。 

○議長（井上 太一君）   

 溝口保健福祉部長。 

○保健福祉部長（溝口  悟君）   

 今、国のほうからまだ、はっきりしたものが出ておりません部分もあります。一応、め

どといたしましては、３月をめどに議論して、話を決めていきたいと考えてます。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 決まりましたら、広報でもほかのやり方でもいち早く伝達をお願いしたいと思います。

よろしくお願いしときます。 

 次のその介護保険料についてですが、介護保険課長さんにお伺いしたいんですが、平成

２２年１１月１９日に全国平均、月額５,２００円ほどに保険料が上がるっていう試算が

示されましたし、昨日北九州で介護保険料が月１,０００円ぐらいアップされますという

こと報道されましたが、中間市ではどのような設定になるんでしょうか、ちょっとそれお

聞きしたいんですが。 

○議長（井上 太一君）   

 山本介護保険課長。 

○介護保険課長（山本 信弘君）   

 お答えします。 
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 先ほど部長も申し上げましたとおり、今、国のワークシートに沿って各データを入力中

でございまして、はっきりした保険料の額というのは、今ここでお答えするのは早いんで

はないかというふうに思っておりますが、国の５,２００円、５,０００円から５,２００円

という指針が出てますけども、中間市としては５,０００円以下に抑えたいなというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 そうですね、幾らかでも、５,０００円以下におさめていただけたら助かります。 

 それと、もう少しちょっと詳しいことお聞きしたいんですが、課長さんにお伺いしたい

んですが、先日の策定委員会のときにちょっと、傍聴させていただいて、その中で施設整

備量意向調査表っていうのを受け取ったんですが、その中で参酌標準ていうところがあり

ますね、今までは参酌標準で施設とか居住系サービスの整備は認めていなかったが、今後

は、必要なサービスについては整備していくこととしたいということを打ち出しておられ

ますが、これからは自由につくられるということですか。 

○議長（井上 太一君）   

 山本介護保険課長。 

○介護保険課長（山本 信弘君）   

 お答えします。 

 県の指導の中に、５期の介護保険の財源、それから保険料に関係するところでございま

すけれども、４期までは国の参酌標準の、国が地域密着型施設以外の老健とか施設につい

ては、２市４町圏域内、２市４町のですね、圏域内で幾らっていうことを県がある程度お

示しをしてきたところですけども、５期につきましては市の方針に従って、ある程度の、

施設の、地域密着型の施設にしろ特養にしろ、市がある程度財源的に、保険料も上がらず

に財源的に運営できるんであれば市のほうで決定していいですよと、しかし最後には県の

ほうはそれは報告するようになっておりますので、今のところ老健、地域密着、それから

地域密着以外の施設についてもある程度要望が出ておりますので、まだ確定は、床数です

かね、は要望は上がっておりますけど決定はしておりませんので、３月の答申までには決

定すると思います。 

 以上です。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 ３月までに要望どおり決着しましても、５,０００円以下に、やはり施設が今大事です
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ので、それを踏まえた中でやはり５,０００円以下でおさめていただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 それと、介護保険料を納める負担能力のところでお聞きしたいんですが、課長にお聞き

したほうがいいですか、それとも部長さんにお聞き、課長さんでいいですか。課長さんに

お聞きしたいんですが、今、中間市は７段階でありますが、これがやはり今も年金が目減

りしておりまして、負担能力がすごく困っておりますので、９段階か１１段階までに小分

けしていただけたらすごく助かります。やはり段階を小刻みにするほど、やはり負担能力

が納めやすい、今は年金からばっさり引かれてきてますけど、やはり納める側として少し

でも負担を軽減したいと思いますので、いかがでしょうか。 

○議長（井上 太一君）   

 山本介護保険課長。 

○介護保険課長（山本 信弘君）   

 お答えします。 

 保険料につきましては先ほど５,０００円以内ということで議員のご要望がありました

けれども、先ほどちょっと申しませんでしたけども、財政安定化基金の取り崩し、これ、

国、県、市に３分の１ずつ県で積み立てる分を返還する、交付金として返還するというこ

とでございますが、この額は来年の１月じゃないとわからないということでございますけ

れども、軽減効果については３７円程度という県の通知があっております。 

 段階の件につきましては、今４段階の中に軽減を設けておりますけども、今検討してお

りますのは３段階にもう１段階軽減の措置を設けると、それから５段階以上の多段階につ

いては、今議員が言われましたとおり、８段階なり９段階なりを今検討中でございますの

で、なるべく低所得者の方には負担のかからないような形で設定していきたいというふう

に思ってます。 

 以上です。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 期待しておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 市長にお伺いしたいんですが、中間市の高齢化率が今２９.９％で、今年度で３０％の

大台に乗りますが、独居高齢者、老老介護があり、各種制度のはざまに埋もれている高齢

者も多い中、そのような高齢者が緊急時介護疲れによる入院、ショートステイ利用などを

希望し窓口へ相談に訪れても、傾聴ですね、聞き取りするのみにとまることも、相談者の

実情に即した早急な対応が施されていないのが現状かと思います。介護難民、行き場のな

い認知症や寝たきり高齢者の増加が予想され、行政として早急な対応策が必要かと思いま

すが、市長さん、よろしく、何かありましたら、今の対策の中で何かお考え事がありまし
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たら。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 今言われましたこと、本当に超高齢化社会まいりまして孤独死等々を防ぐための手だて

ですね、ひとり暮らしの見守りネットワーク等々立ち上げていただいております。また、

いきいきサロン、配食サービス等々で、そういうふうな孤独死等々につきましては十分気

をつけているところでございますが、老老介護等々、これはやはりご家族の方本当大変な

ことだと、そのように思っております。先ほどいろいろとご指摘いただきましたように、

介護保険等々も利用しやすくなってくるんじゃないかなと、そんなふうに思っております

が、また施設等々も少し増やすようなことにもいたしておりますんで、そういうあたりを

十分利用していただきまして、乗り切っていただければと、そんなふうに思っております。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 介護保険が入りまして、包括支援センターにワンストップ行政がちゃんと確立しまして、

中間市も職員の方がすごく頑張っておられるのをわかっておりますけど、今後来年からい

ろいろ地域医療のところ、介護と看護で今からやらないといけない、訪問看護のところが

強くネックになってきておりますので、地域医療と看護、介護の包括サービスの提供と情

報をいち早く、やはり中間市の行政がキャッチするていうことの、総合相談の窓口を独自

につくっていただいて、中間市の皆さんが中間市の総合相談窓口にしたら、すぐいろんな

ところに提供できるということ、それとサービス事業者も今困っておる状態でありますの

で、そのワンストップ、今包括支援センターの方はやっていただいているんですが、もう

少し専門的なところでちゃんとして、常時おられて、そういう総合窓口をやってくれる窓

口をつくっていただきたいと思うんですが、どうでしょうか。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 今すぐっていうご返事はこの場ではしかねるわけでございますが、今市立病院とそうい

うふうな福祉関係、これはしっかり、どのような連携がとれるかっていうのを、今本当に

模索中でございまして、そういうふうな包括支援センター、また訪問看護等とも含めまし

て市立病院を巻き込んだそのような動きをしてまいりたいなと、そのようには思っており

ます。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 
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○議員（５番 安田 明美君）   

 そうですね。介護保険も来年は待ったなしですし、私もいつ倒れるかわかりませんで、

また皆さんにお世話になるかもわかりませんけど、やはりすぐ対応できる体制をつくって

いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 次に入りますが、地域における子育て支援について、だれもが暮らしやすい、子どもた

ちの笑顔があふれるまちづくりについてお伺いしますが、これは部長さんにお聞きしたら

いいですね。 

 次世代育成支援後期行動計画の基本理念で「地域の和による子育ち・子育てを支えるま

ちなかま」とつづってありますが、計画の達成度はいかがなとこでございますか。 

○議長（井上 太一君）   

 溝口保健福祉部長。 

○保健福祉部長（溝口  悟君）   

 お答えいたします。 

 現在、平成２２年度から平成２６年度までの後期行動計画を実施しているところでござ

います。後期行動計画の基本理念といたしまして、「地域の和による子育ち・子育てを支

えるまちなかま」として四つの大きな目標を設定しております。その中でその目標を達成

するために必要な条件を１４項目掲げ、さらにその中で８７の施策項目から構成されてお

ります。その計画の進捗状況につきましては、昨年度関係各課にアンケートを行いまして、

その結果、現在目標達成率は全体の９２％程度ということでございます。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 １００％に向かっていっていただきたいと思います。やはり子育てていうところは、中

間市をこれから背負っていく子どもたちですので、せっかくいいものができても充実して

なければ何もなりませんので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それと、「はばたけ子どもネットワーク」をもとに子育てに関するネットワークをさら

に拡大する考えはありませんかということを、私、今問うてますけど、課長さん、白橋課

長さんですか、白橋課長さんにお伺いしたいんですが、中間市はばたけ子どもネットワー

ク委員会の名簿をちょっと見せさせていただいたんですが、すごくいいメンバーで構成さ

れておりますが、構成されておりますけど、この委員さんたちを活用しての活動は何かご

ざいますか、ありましたか。 

○議長（井上 太一君）   

 白橋こどもと福祉の課長。 

○こどもと福祉の課長（白橋  宏君）   

 お答えいたします。 
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 この委員会は弁護士を初め、医者、児童相談所、民生委員等４２の機関、４７名の委員

で構成されております。 

 活動内容といたしましては、保育園や小中学校との連携で、気になるお子さんの保育園

や学校での様子、家庭の状況等、情報を共有しながら児童相談所等への情報提供、相談に

つなげております。また、民生委員や学校との連携も図りながら、学校ＰＴＡ連絡協議会

と市民の方々と、虐待等の早期発見等につながる情報の交換を行っているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 ありがとうございます。もう一つお聞きしたいんですが、中間市の今の児童人口と、

１５歳未満の年少率を白橋課長、お願いしたいと思います。 

○議長（井上 太一君）   

 白橋こどもと福祉の課長。 

○こどもと福祉の課長（白橋  宏君）   

 はい、お答えいたします。 

 平成２２年１１月から２３年１０月までの１５歳未満の月平均５,４００名程度でござ

います。 

 出生数でしたですか。出生数は過去１年間で３０４名でございます。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 ありがとうございます。 

 やはり、せっかくいい委員会のネットワークがありますので、やはり虐待の早期発見、

早期発見して要因をちゃんとつかまえて、確保していただいて、それを早期対応していく、

その早期対応していくときにこのネットワークの人たちのグループを分けて、部署部署を

つくっていくのもいいかなと思いますが、そして母子保健から療育子育て支援教育、そし

て要保護児童の対策にちゃんとつなげていけたらいいと思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

 クマのプーさん、皆様もご存じと思いますが、その翻訳をされた石井桃子さんの子ども

たちへのメッセージていうのがありまして、「子どもたちよ、子ども時代をしっかり楽し

んでください。大人になってから、老人になってからあなたを支えてくれるのは子ども時

代のあなたですよ」という言葉があります。これはすごく、子育ては小さいときにちゃん



- 57 - 

とやっておかないといけない、ここにもちゃんと書いてありますので、そして今の子ども

たちは仲間づくりとか、仲間、時間、空間がないと言われて久しいんですけど、環境づく

りも、今後も楽しく子育てができる中間市にお願いしたいと思いまして、白橋課長に、そ

れと部長さんにも再度お願いしたいんですが、やはり子育てをちゃんとやれる中間市をつ

くり上げていただきたいと思います。そうしたネットワークを違う意味でまたつくってい

ただけたらすごく助かります。 

 私も今回、一般質問するときに子ども関係のいろんな法律とかそれとか、いろんな事業

を洗い出しましたらすごくたくさんあるんです。もしよければ市長さんにお願いしたいん

ですが、こども課というのを、今は部長さんになってますが、直結の、今から中間市の子

どもたちをちゃんとして育てていかないといけませんので、こども課を独立でつくるわけ

いきませんか。直轄にはできませんかね。どうでしょう、市長さん。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 これ少し検討させていただければと、そのように思っております。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 そうですね。やはり福岡一の非行少年のどうのこうのなる前に、いろんな面で子育ての

ことを考えていただきたいと思います。 

 それと、最後ですが、乳幼児に対する訪問支援を充実させるべきではありませんかとい

うところで、これは保健センター所長さんに聞いたほうがいいんですかね。それとも……

いいです。（発言する者あり）はい。部長さんお願いしたいんですが、乳幼児ですね、生

まれてすぐの訪問事業があるんです。一番子育て支援の最初の入り口なんですが、それは

全戸訪問されてますか、中間市が。 

○議長（井上 太一君）   

 溝口保健福祉部長。 

○保健福祉部長（溝口  悟君）   

 現在、全戸訪問事業という形で保健センターで事業を実施しております。母子保健推進

委員という方が、助産師さんなんですが、１名によりこの事業に従事しております。現実

問題、生まれて２カ月以内に案内して各家庭に訪問をいたしております。第２子以降につ

きましては、市の保健師が訪問をしております。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 
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○議員（５番 安田 明美君）   

 そして、以前お聞きしたときははがきでの通達で、来てほしいていう人だけだったとお

聞きしたことがあるんですが、今は全戸、全員行かれてるわけですね。 

○議長（井上 太一君）   

 溝口保健福祉部長。 

○保健福祉部長（溝口  悟君）   

 保健センターの保健師のほうが連絡をとりまして、こちらのほうから連絡をして事業を

実施しております。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 そしたら、１カ月何人、出生が１カ月何人ぐらいですか。 

○議長（井上 太一君）   

 溝口保健福祉部長。 

○保健福祉部長（溝口  悟君）   

 白橋課長が先ほど言いましたように、平成２２年１１月から２３年１０月の今資料を持

ってますが、大体３０４人ぐらい中間市では生まれております。２３年１０月時点では

２２名の方が生まれておりますんで、こういう生まれたお子様のお宅に訪問して状況を確

認しながら、育児の面についての相談等に乗っております。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 保健師さんも大変でしょうけど、やはり充実して子育ての入り口から、やはり早期発見

をしていただきたいと思います。 

 最後になりましたが、市長さんに再度お聞きしたいんですが、福祉は特別な人に対する

特別なサービスや活動ではありません。高齢者や障がい者、あるいは子どもなどが抱えや

すい生活環境、そこにあらわれやすいだけであって、市民生活を送る上でだれでも抱える

可能性のある課題です。生活上の課題を、私には関係のない、あの人たちの課題であると

考えるのか、私に関係する、私にもつながりのある課題ととらえるのか。市民一人一人の

福祉に向き合う考え方や市政のあり方を、いろんな課題を私のことととらえることのでき

る中間市をつくっていただきたいと思います。市長さんに再度お願いしたいと思いますが、

やっぱり自分のものとして考える市政をつくっていただきたいと思いますが、どうでしょ

うか。 

○議長（井上 太一君）   

 松下市長。 
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○市長（松下 俊男君）   

 住民福祉、福祉ていうのは幸せっていうそういう意味でございます。住民福祉向上のた

めに、私自身市長就任以来、ちっちゃな子どもさんから子育て中のお母さん、またお年寄

りまでを一人にしたらいけない、孤独にしたらいけないという、そういう強い思いでずっ

と行政を行っております。そういう意味でお互い助け合いながらやっていければと、そん

なふうには思っております。 

○議長（井上 太一君）   

 安田明美さん。 

○議員（５番 安田 明美君）   

 ありがとうございます。 

 そしたら、これで終わりとします。ありがとうございました。 

○議長（井上 太一君）   

 以上をもって、本日の一般質問を終わります。 

 なお、あす１２月２日、一般質問を引き続き行います。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会議録署名議員の指名 

○議長（井上 太一君）   

 これより日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第７６条の規定により、議長において古野嘉久君及

び中野勝寛君を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（井上 太一君）   

 以上で、本日の日程はすべて終了いたしましたので、本日はこれにて散会いたします。 

午後２時59分散会 

────────────────────────────── 
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